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緒

幼見 ノ肺結核症 ノ診定ハ甚 グ困難 トサレテ居タ

ガ現今X線 爲眞拉 二「ツベルクリンJ反磨 ノ磨用

ニヨツテ的確 ナ診断 ラ容易二下 シ得ル様 ニナツ

タ。

就中幼見 ノ肺臓 ノ粟粒結核症二至 ツテハ、X線

検査 二依 ラナケレバ如何二此他 ノ理學的診断法

言

テ用 ヒテモ到底、的確 ニハ診断 シ難 イモ ノデア

ル。最近,其 ノ症駄 ガ種 々ナ急性疾患 ト優別 ス

ル事 困難 デ アツタ飢 最後 二X線 爲眞 二依 リ初

メテ急性粟粒結核症 デアル コ トテ診断 シ得 タ2

例 テ得 タ。而 シテ此2例 共 二傳難 醒路蚊 二時期

テ明 カニ シタノハ興味 アル トコロデ アル。

診

粟粒結核症 ハ年齢 ノ如何 二不 拘、現 バ レルモ ノ

デ アル ガ、小見、特 二幼見 ニハ多 ク、乳見結核

症 ノ死亡原因 中本症及 ピ結核牲謄 膜炎二依 ル者

ガ大部分 テ占 メテ居ル。

斯 ク本症 ハ小見 二屡 丸見 ルガ之 テ早期 二診断 ス

ル コ トハ可成困難 デ アツテ、或 ル時ハ肺 炎 ト誤

ラ レ、時 ニハ 軍 二 磯膜 炎 トノ ミ考 ヘ ラ レテ居

ル。幼小見 ノ結核性畷膜 炎 ノ大部分 ハ急性全身

牲粟粒 結核症 ノ場合 ノ磯 膜炎 ノ症歌 ノ淀テ臨林

的 二観 ル ノデアツテ、肺 ノ病攣 ハX線 検査 テ行

ハナ イ ト之 レテ見逃 ス ノガ普通 デアル。

而 シテ、 ソ ノ何 レニモ決 セザル中 二死 ノ轄蹄 テ

トリ、之 ガX線 診断蛇 二剖検 二依 ツテ初 メテ其

ノ症歌 ガ粟粒結核症 二因 リシ事 ラ知 ル場合 ガ紗

クナイ ノテ アル。

乳幼見 二於 テー般症候 ハ重篤 デアツテモ肺 二理

學的所 見ラ認 メヌ場合 ニハ、往 々、 中心性肺炎

断

ガ考ヘ ラレ、時 ニハ又衰弱著 シク榮養 障碍 ト誤

ラレル事 ガ勘 クナィ。 而 シテ此 ノ際初期 ニハ登

熱 ガ輕度 デ注意 ヲ惹 カヌコ トガアル。

粟粒結核症 ノ定型的 ナモ ノハ始 メカ ラ疾 患 ノ容

易デナ ィコ トテ 思 ハセルヤウナ 症歌 ラ呈 スル

ガ、時 トシテ徐 々二原因 不明 ノ弛張熱 二始 リ、

或 ル程度 二 至 ツテ 急性 ノ徴候 テ現 ハ スモ ノガ

アル。 通常此最後 ノ時期 二氣 ガ 付 クコ トガ多

イ。

本症 二際 シテ「ツベル クリンJ反 慮 ガ如何 二現 バ

レル カ ト云 フ問題 ハ興 味 アルコ トデ アル。 本病

ガ結核感染俵幾干 ノ時 日テ経 テ登病 セル カ、如

何 ナル燈況 ノ下 二起 ルカ、登病後 如何 ナル時期

二嚢 見 セルカ等 ニ ヨツテ
、 「ツベル ク リン、ア レ

ル ギーJ/i現 レガ異 ル ノハ當然 デアル。 「ア レル

ギー」形成 二都合 ノ好 イ禮 況 ノ下 二感 染 シ、 一

定時 日二経 テ 登病 シタナ ラバ當然rツ ベ ルク リ
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ン」陽性 テ呈 スル ノデアルガ
、fア レルギー」形

成 が速 カニ行 ハ レ難 イ監視 ノ下 二感 染 シ或 ハ感

染後他 ノ何等 カ ノ疾 患其 ノ他 ニ ヨツテ「ア レル

ギー」ガ弱 メラ レル ト云 フヤ ウナ コ トが 起 レバ

初 カ ラ陰 性 二現 バ レル コ トモ ア リ得 ル、叉褒病

後 衰弱 テ來 シテ陰性 「アネル ギー」ノ時期 二我 々

が之 レラ登 見 スル コ トガ アルカモ知 レナィ。本

報 告例 ハ此最後 ノ場合 デ アル ト考 ヘ ラ レル。

本症 ラ理學的所 見 ノミニ嫁 ツテ診断 シ得 ル コ ト

ハ殆 ド無 ク、肺門部淋 巴腺結核症、肺炎、其他、

診断確 定 二困難 テ感 ジテ、 「レン トゲ ン」検査 テ

ナ スニ至 リ始 メテ思 ヒガケズ登 見 サ レル ト云 フ

ノが常 デアル。又 本症 ハ「レン トゲ ン」透親 二於

テハ病竃 微細 ナタメ全艦 が朦朧 ト見エル程度 デ

ア ツテ、透覗 デ確定 サ レル コ トハ殆 ン ド稀 デ ア

リ、爲眞 テ撮 ツテ初 メテ之 レテ定 メル コ トガ由

来 ルモ ノデアルn而 シテ爲 眞撮影 二際 シテモ乳

幼児 二於 テハ呼吸脈搏 即心臓 ノ運動 が速 カナ上

二哺泣 スル 等 ノタ メ照射時間 テ鹸程短縮 スル

カ、哺泣時呼吸 ノ自然 二止ル僅 カナ機 會 テ捉ヘ

ナイ ト爲 眞 二鮮鋭 ナ像 が現 ハ レ難 イ。

第1例

一 女、満1年7ケ 月。(昭 和6年12月

生)

主 訴、高度 ナ鳳痩、 咳漱、熱。

家族歴。母 方、父方、家族 二結核歴 テ見出 サナ

イ。 即父35歳 、生来健康 ニ シテ著 患 ナ ク、母

29歳 、幼 時 カ ラ健康 デ流産、早産等 ナク、月経:

ハ順調 デ4日 間 デ アル ト云 フ。兄 弟2人 、長男

5歳 、分娩 正常、母乳榮養、乳 児期 カ ラ腸弱 久

時々腸 炎 ラ患 ヒ、3歳 ノ時 百 日咳 二罹 ツタガ、

他 ニハ特別 ナ疾患 ハナ イ。昭和8年3月 、本患

者 ト同時 二麻疹 二罹 ツタガ、全快後 ハ全 ク黄 熱s

咳 漱、喀疾 等無 ク、元気 デアル ト云 フ。

既往歴。分娩正常、母乳榮:養、昭和8年3月 迄

約1ケ 年 ハ 至 ツテ健 康 デ、風邪気 味 モ無 カッ

タ。

現症経過。昭和8年3月 中旬、突然高熱 テ登 シt

登 疹現 ハ レ、約3日 程績 イタが漸次 下降 シt1

週 間程 シテ無熱 トナツタ。 當詩癖 疹 ノ診断 テ受

ケ タ。 又當時咳漱 ハ多少 アツタガ、幼小見 二常

二見ルヤウニ喀 疾 ハ全 ク出 サナカ ツタ。其 ノ後

風邪 二罹 リ易 クナ リ、常 二輕庚 ノ(37度)暖 熱 テ

見 テヰ タ トイフ。

4月 末頃 カ ラ鳳痩 シ來 リ、且 ツ腹部 が膨隆 シテ

來 タノテ気付 イタ。然 シ患者 ハ食慾良 ク平常通

り澤山飲食 シテヰ タ。熱 ハ無 イ様 デ アツタ。6

月 二人 リt顧 痩 が著 シク加 ハ ツ タノデ、6月25

日受 診 シタ。別 二攣 リナ ク、少 シ氣 管 が悪 イ様

グ トノコ トデ治療 ハ特別 シナカ ッタ。然 シ其 ノ

後編痩 が加 ハルバカ リナ ノデ7月6日 本健康相

談 所 二来所 シタ ノデ アル。

現症 所見、___.般的症歌 。顔 面蒼 白t蹴 痩著明、

榮養 不良.意 識 明瞭、 呼吸 ハ精 気淺 イガ普通 、

脈搏:105至 、 精 気微弱、 口唇 、指爪 二 「チ アノ

ー ゼ」八難 イ。咽 頭 ハ 多少登赤 シt扁 桃腺 中等

度 二腫脹 シ、舌苔 が有 り、食慾 ハ減退 シナ イ。

嘔吐等 ハ無 イ。神経:系 二異 常 テ認 メナイ。即腱

反射 ハ正常 デ、項 部、 四肢 等 ノ強直 ラ見 ナ ィ。

叉 ケルニ ヒ、 ババ ンスキー氏寺 ノ反慮 モ無 イ。

胸部所見。胸部両側前後面共 二相 篭呼吸音弱 ク

濁音 ハ説明 サ レナィ。又 聴診上此他 二著攣 テ見

出 シ得 ナィ。心音正 常 デ アル。

腹:部所 見。腹部ハ 弛緩 シ稚 気陥没 シテ 居 ル。

肝、脾臓 ノ腫脹 テ燭 レナ ィ。

以 上 ノ所 見二基 ク ト、麻疹後 ノ衰弱 ト考 ヘ ラ レ

タガ、念 ノタメニ「ツベル クリン」反慮(マ ンツ

ー 氏反癒200倍)テ 行 ヒ
、 同時 二X線 透視 テ行

タガ泣 イテ不 可能 ナ ノデ1爲 眞撮 影 ラ シテ蹄宅

セ シメタ。

経過 。7月8日 再来、所見 テ見ル ニ一般状態 ハ

初診時 ト攣 りガ 無 イガ登熟38度 デ アツタ。 マ

ンツー氏反応 ハ全然陰性 デ アツタ
。

X線 検査。爲眞 テ見 ルニ定型 的粟粒結 核症 ノ像

テ呈 シ肺野全面右左均等 二認 メタ。依 ツテ早速

絶対安静1加 療 ラ命 ジ入院 テ勤 メ タ。

自宅療養申 ノ経過大略。 同月8日 以来38度8

ノ高熱 が持続 シ、 騒痩愈{著 シク増 強 シs食 慾
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急 劇 二減退 シ、全 ク無 クナ リ、 入院手績 申二、

拶膜 炎症状 が現 ハ レ、10日 ニハ之 レが著明 トナ

リt頻 回 ノ痙攣 ノ下 二12日 死 亡 シタ。

X線 所 見

X線 爲眞 ノ所見八前ニモ述べタ様 二定型的ナ粟

粒結核症 ノ像 テ呈 シテ居ルs印 南肺共ニ一様二

均等且密二粟粒大 ノ病竈が散布 サレ、非常二奇

麗ナ像 テ呈 シテ居ル。病影ハ個々二指摘 スルコ

トが出來融合像 ラ見ナイ0然 シ成人 ノ増殖性粟

粒結核症二見ルヤウナt個 々 ノ病影 が明確ナ境

界 テ示 シテ居ズニ、全膿 トシテ病竈 ノ周園二滲

出性炎症 ノ存在 ラ思ハセルヤウナ淡 イ陰=影テ俘

テ居ル。是等 ノ粟粒結核結節 ノ病影以外二尚古

肺門部二母指頭大 ノ比較的周園 ト明カニ匠別出

来 ル欄圓形 ノ陰影 ガ アル。之 レハ肺門部淋巴腺

ノ腫脹 テ圭 トシ、之 レニ其 ノ周園組織 ノ浸潤 が

加 ハ ツタ陰影 ト思 バ レル。(第1圖 参 照)。

第1例 家族健康診断成績

儲1表 参照)

第1表 二見 ル如 クー家族皆 「ツベル ク リン」反磨

陰性 デ、雨親 二結核性所 見 テ認 メナ ィ。 唯長男

5歳 ノ右肺 門腺腫脹 テ思 ハ セル様 ナ軽度 ノ肺門

影 ノ増大 ト、鼠 レ1`、 濃度 ノ増強 テ見 ル ノ ミ、

第1例 家族健康診断成績表(昭和8年8月29日 検査)

年

齢

父

母
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第2例

♀。1年3ケ 月 、家業洋服商。

主訴。頸 部淋巴腺 及 ビ鼠践淋 巴腺腫脹、全身衰

弱。

家族歴。父、43歳 、幼時至極 健、今 日迄著患 が

無 イ。結婚28歳 。母36:歳 死 亡、幼児 カ ラ、青

春期、第4見 分娩迄 ハ異常 が無 カツタ トィフ。

昭和6年11月 頃(第5見 妊娠第5ケ 月 日〉カラ

肺結核症 ノ症状 が駿現 シタ トイフ。 ソ レが昭和

7年4月 二 〔第5見(愚 見〉分娩後〕著 シク増 悪

シ、5月 末分娩後約1ケ 月 デ死 亡 シタ。

兄 弟。第一見(♀)15歳 。 幼時虚弱、 胃腸弱 ク、

腺病質 ト云 ハ レテヰ タ。第二見 ♂、13歳 幼時、

著患無 ク、昭和6年 秋、肺尖 二罹 ツタ外 二八墜

リガナ ィ。 第三見(♂>11:歳 、 幼時,腺 病質 デ

感 冒 ト扁桃 腺炎 トニ罹 リ易 カッタ0第 四見(♀>

5歳 、 生来健 康 デ昭和6年 疫痢 二罹 ツタ外 ニハ

憂 リガナ ィ。 第五見患者。

既往歴。患者生後1ケ 月ハ大膿 母乳榮養 デアツ

タガr母 親死亡後 ハ牛乳榮養 デァル。生来 胃腸

弱 ク、2同 程 胃腸 障碍 三音 シンダ ト云 フ。其/

當 時 ハ 別 二咳漱i喀 疲 等 ハ 無 カッタ様 デアル

ト。昭和7年7月5日(生 後4ケ 月 日)里 子 二出

タ。 其 ノ時ハ 輕度 ノ喘 息檬叢作 ガ アツタ ト云
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フ。然 シ其 ノ後治癒 シ殆 ンド咳漱、喀疾等 ガ無

カツタ6

現症経過。8年6月14日(1年2ケ 月)左 頸部

ノ淋巴腺ガ腫脹 シ來 ツタ爲切開手術 テ行 ツタ。

其 ノ後身艦 ガ衰弱 シ、元氣無 久 獲熱ニハ別二氣

ガ付 カナカツタ。7月 初 メ左頸部淋巴腺手術創

ノ全治 セヌ 内二右側頸部淋巴腺 ガ腫脹 シテ來

タ。當時漁布 シ、一時輕快 シタガ、次 ニハ左側

鼠践部淋巴腺ガ腫脹 ヲ來 タシ、疹痛 ヲ訴ヘタ.

同時二左足及脛部二浮腫 テ呈シテ來 テ、左側下

肢 テ動 カスト、μ帝泣劇 シク、食慾ガ全 ク無 ク、

衰弱 シタ。便通1日2行 正常。盗汗、吻 軌 喀

疾等無 ク唯衰弱ガ著 シク加ハルノミデアツタ。

現症所見ゆ一般的症歌(初診7月13日 〉。

死亡同月27日)、 榮養著 シク不良、騒痩高度、

皮下脂肪組織強度二減 ジ、皮膚弛緩 シテ蒼白、

患者ハ絶エズ不機嫌 デ帰泣 シテ居ル。呼吸ハ

稽 ≧多 ク30、別 二鼻翼呼吸テ認 メナイe呼 吸困

難ハ著 シクナィ.脈 搏 ハ多少頻激 デ110至 然 シ

結滞無 ク整調、咽頭ハ多少褒赤 シテ居、舌苔ハ

無 イ。嘔吐ハ起 ラナィ。

胸部所見。胸部爾側前後全面 ノ呼吸音減弱 シテ

居ルガ、水泡音等 ハ蠣取 サレナィ。打診上攣化

・ガナィ。

腹部所見。腹部弛緩、陥浸 シテ居ル外 ニハ慶化

ガナィ。肝臓及脾臓 ノ腫脹ハ認 メラレナィ.

左頸部二手術創 ガアリ、其 ノ周園二3、4個 ノ胡

桃實大 ノ淋巴腺 ノ腫脹 テ鰯 レル。右ニハ米粒大

ノ籔個 ノ淋巴腺腫脹 テ認メル。左鼠践部淋巴腺

ガ3個 胡桃實大二腫脹 シ、周園 二籔個 ノ米粒大

ノ淋巴腺 テ燭 レル。右鼠踵部 ニハ大 豆大 ノ腫脹

ガ数個、腋窩 部淋 巴腺 ハ小豆大 ノモ ノ撒個 テ鯛

レル。左 下肢 ニハ浮腫 テ著 明二認 メ、之 レテ動

ス ト寮1シ クロ帝泣 スル。

憩経症候。不機嫌 デ絶 エズμ帝泣 シテ居 ル。眼球

位 ハ正常、瞳孔反慮正常、頸部強肯無 ク、腱反

射 ハ多少充進 シテ居 ル檬 二思 ハ レタ。此 ノ外 ニ

ハ攣 リガナ ィ。

以上 ノ所見 二嫁 ツテ、消化 不良症 ノ外 二、全 身淋

巴腺 ノ腫脹 ガアル ノデ、 肺門腺 ノ腫 脹 ヲモ想像

シテX線 検 査 「ツベル ク リン」検査 テ施 行 シタ
。

X線 検査 所見。劇 シク泣 ク爲 メニ透親 デハ目的

テ充 分 二 達 シ得 ナカ ツタガ、 雨側共 ニ ー艦 二

梢 ≧暗 ク、 特 二左肺 門部 ノ陰=影 ガ濃 ク且大 キイ

ノテ認 メタ。故 二爲眞 デ撮影 シタ。

経過大 略。本患見 ハ外來 者 デ アル タメ詳細 ナ観

察 テスルコ トガ出來 ナカツタ。

初診蹄宅後夕方突然 二嚢熱 シ38度5二 昇 リ、

翌 日解熱 シタ トイフ。

同月15日 。朝 右 ノ頸 部淋巴腺 ガ著 シク腫脹 シ

來 タ ノテ認 メタ。 「ツベ ル クリン」反卿 会性(200

倍)。右頸部 ニハ母指頭大 ノ淋 巴腺腫脹 ガニ個 ア

リ、 ソノ周園 ニハ大豆大 ノ腫脹数個 ヲ認 メ タ
。

X線 窮眞像 ハ定型的美麗 ナル粟粒結核症 ノ像 ヲ

見 タ ノデ、患者 ノ豫後 ガ絶封不良 ノ由 ラ家人 二

話 シ、入院受療 テ渤 告 シタ。

其 ノ後 ノ経過。患者其 ノ後畿熱 テ件 ヒ、蹴痩 愈 ≧

加 バ リ、全 身 ノ關節痛 テ訴 ヘル様 ニナ リ、哺 泣

劇 シ久 謄膜 刺戟 症歌 ガ現 ハ レテ來 、謄膜 炎 ノ

モ ト=同 月27日 死 亡 シタ
。

X線 所 見

X線 爲眞際ヲ見ルニ鮮明ナ定型的粟粒結核症 ノ

稼 ラ呈 シテ居、爾側 ノ肺野二李等且密二撒布サ

レタ粟粒大 ノ病影 テ見、融合ハセヌガ、然 シ個

々病影 ノ輪廓ハ鮮鏡 デナク、滲出性ラ思ハセル

朧影 ラ俘 ツテ居ル。左肺門上部二指頭大 ノ淋巴

腺腫脹 テ見ルノ外、肺野肺炎竈、室洞等 テ疑 ハ

シメル病影テ見出サナィ.肋 膜炎テ考ヘ シメル

異常影モ見ナィ。本例ハ滲 出性粟粒結核症 ト考

ヘラレル。 ・

第2例 家族健康診断成績

(第2表 参照〉

第2表 二見ル檬二臨躰上第四見 テ結核性頸部淋

巴腺腫脹テ見、第二見 二扁桃腺炎テ見、又X線

検査成績(透 幌)二於 テハ第四見二著明ナ雨側 ノ
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第2例 家族健康診噺成績表(昭 和8年9月1日)

…

年齢腎欝 著蕪
i

胸 部 所 見 赤 沈 反 磨

理軸x線 所 見

旨

1頚巴談岬. ・S転2Sしi2・St

父 測43歳 無 シ 常 常 …腫脹無 シ ユ颪凶斐獲 8i・6173
5.5×7.0

纏 母 37歳 1同 常 常t無 シ
1

!璽xL5 8
{22
}91

5.5x5.5

第 一 見 ♀ ・磯i(一)
　

常 常;(_)
L7xL7

7
…21
・95

3.5x5.5

第 二 見 舎 磯1多鷹 アリ 常 右下部肺門瀬 脹1(一)
2£ ～鑑q

3。Ox3.0 …
32 61103

第 三 見 ♂ ・・歳 扁桃毯 アリ
1

常 常 (一)
L7x1.7;

3-万 ヌ13万
22i46・93

第 四見♀
L

{

5歳 多少盗汗アリ
i

常 雨賠 鞭 灘 部)1(十) 1・7x1ユ

3・Ox3・0} / レ ノ
附記繕母ハ最近 ノ同居者

M・R・一コ と 氏鷹 僻 磯 醗 薯圭彩 直監mウ 示ス

赤沈反磨→赤血球沈降速度1時 間、2時 間20時 間 ヲ示ス

常 →異常ナシノ意

肺門腺腫脹 テ認 メ、第 二見 ニハ輕度 ノ右肺門下 陽性 デ本家族見 童ハ全部結核 二感染 シテ居、就

部淋巴腺腫脹 テ見ル ノ外 ニハ疾 患 ラ見出 シ得 ナ 中、第二見、第三見、第四見 ニハ現在活動 性 ノ

イ。「ツベル ク リン」反 慮(2000倍 〉ハ全家族 二強 結核病攣 ガ アルコ トテ考 ヘ ラ レル。

考

乳幼見 ノ結核 症 ニハ特 二粟粒結核症 ガ多 ク、 臨

躰的 ニハ其 ノ末期 二磯膜 炎、或 ハ著 シイ腕力 ガ

現 ハ レテ初 メテ氣 ノ付 ク場合 ガ多 イ。

本例 ノ如 ク臨林上理學 的 ニハ何等胸部 二所 見ガ

ナ ク、X線 寓眞 ニ ヨツテ初 メテ粟粒結核症 デア

ル事 テ知 ル場合 ガ多 ク、本 症 ノ診断 上X線 検査

ハ鋏 ク可 カ ラザ ルモ ノデアル。 時 トシテハ此 ノ

X線 二依 ツテモ本症 ラ認定 シ得 ラレナィ例 ガア

ル ト云 フノテ報 告 二 見ル。即H.Koch氏 ハ

「ツベ ルク リンJ反 慮、X線 検査何 レニ振 テモ其

結核症 デアル コ トテ確 カメ得 ズ シテ剖検 ニ ヨリ

始 メテ粟粒結核症 デアツタ コ トテ知 リ得 タ ト報

告 シテ居ル。斯 ノ如 キ特別 ナ型 ハ別 トシテ、本

症診断 ニハ 「ツベル クリン」反慮蛇 二X線 検査 ハ

是非早期 二行 フベ キモ ノデアル。本症 二於 ケル

「ツベル ク リン」反慮 ノ判断 二就 テハ前 ニモ述 ベ

タガ、愼重 ナ刺 定 テ必要 トスルモ ノデ アル。何

按

トナ レバ本症経過 中屡 ≧「ツベ ルク リン」反慮陰

性 ナル事實多 キ鮎 デアル。特 二末期、就中謄膜

炎 テ現 シ來 ル時 ハ 「ツベル クリンj反 慮 ハ非常 二

低 下 スル ト言 ハ レテ居ル。本2例 二於 テモ死 亡

1、2週 前 ノ「ツベ ルク リン」反慮 ガ2000倍 稀 繹

ノマ ンツー氏方 法 デハ陰 性 ナル結果 ラ示 シテ居

ル。患見 ノ盟 況 カ ラ推 シテ當然 溝極的無反慮 ノ

歌態 ト考 ヘネバナ ラナ イ。 臨躰上軍 二結核性謄

膜炎 ト考 ヘ ラ レテ居 タ例 ガ剖検 ノ結果全 身性粟

粒結核症 デア リ、從 テ拶 膜炎 ハ其 一部 分 ノ現 ハ

レデ アツタコ トテ知 ツタ ト云 フ例 ハ随分多 イ.

然 シ臨躰 上ハ通常肺 炎末期 ノ磯症状 トシテ、結

核 ラ考慮 二入 レラ レナ ィ場合 ガ多 イヤ ウニ見受

ケ ラレル。

粟粒結核症 ガ致死的疾患 ナルガ爲 メニ、早期診

断 テ云 々スル必要 ナ シト云 フモ ノノ・ナ カラウ、

可及的早期 二診断 スル コ トハ患者其 モ ノ・豫後
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ラ決定 スル外二、豫防醤學上、肚會的二大切 ナ

コトテアル。

次二登熱二就 イテデアルガ小見 子於 テハー兇原

因不明 ノ持績姓 ノ輕度 ノ登熱又ハ弛張性熱 テ
や

屡 ≧見ルモ ノデ アル。 一般 二小見 ノ膿温 ノ憂動

ハ成人 ノ夫 レ トハ大分異 ツテ居ル。 同一疾 患 二

於 テモ大人 ノ場合 ノ登熱 テ小兜 ノ規準 トスル コ

トガ出來 ナィ。小見 二積極的他昼的所 見ナキ登

熱 ヲ見 タ揚合 、夫 レガ急性 二高熱 ヲ褒 シタナ ラ

バ誰 レシモ考慮 テ彿 ハヌモ ノハナ ィガ、比較的

輕度 ナ揚 合 ニハ小見 自 ラモ之 レヲ氣 ニセヌ シ、

保育者 モ屡 ≧見落 スモ ノデ ァル。 夫 レガ少 シ長

ク緬 ク檬 ナ場 合感 冒 トシテモ脇 二落 チヌ様 ナ時

ニハー慮結核 テモ疑 ツテ、夫 々 ノ手段 テ講 ジ、

方策 ラ樹 テネバ ナラヌモ ノデ アル。

本例 二見 ル如 ク粟粒結核症 ノ初期 ニハ往 々ニ シ

テ殆 ン ド熱登 二氣付 カザルモ ノガアル。此場合

實際登熱 ガ無 ヵツタ ノカ、 アツテモ保 育者 ガ見

逃 シテ居 タ ノカ、何 レニ シテモ醤師 ノ注意 テサ

へ惹 カメ場合 ガアルラ シイ。

本症 二胃腸障碍 ヲ思 ハス如 キ嵐痩 ヲ以 テ先 ヅ経

過 スルモ ノガ アル。本例 二於 テモ2例 共 二急速

二著明 ナル衰弱 ヲ來 シテヰル.

一 般 二小見結核症 ノ際 ニハ却 ツテ長期間比較的

可良 ナル榮養歌鱒 テ保 ツテ居 ル事 ガ屡 ≧アル。

然 シー般 二 他 二 原因 ナ ク皮膚蒼 白、筋肉弛緩

シ、鳳痩徐 々二加 バ リ來 ルモ ノハー慮活動性結

核症 テ疑 フニ十分 デ アル。 而 シテ 此 ノ際 「ッベ

ル ク リン」反慮 トX線 検査 トハ鋏 ク可 カ ラザル

検査法 デアツテ、之 レニ嫁 ラヌ限 リ診断 テ確 定

スル コ トハ出來 ナィ。

次 二本2例 ハ傳羅 路拉 ビニ登捌 犬況 二就 イテ

面 白 イ事實 テ 示 シテヰル。 帥 チ傳 染源 テ 見 ル

ニ.第1例 二於 テハ第1表 二見ル通 リ同年9月

29日 、10月2日 施行 ノ 患者家族 健康診噺 ノ結

果 ヲ綜合 スルニ家族 内感染 トハ認 メラ レナ ィ。

依 ツテ木家庭 ラ詳 細 二調査 シタ結 果次 ノ事實 ラ

知 リ得 タノデ アル。

昭和8年1月 頃父 ノ友人菊○清○氏(肺 結核症)

ガ隣 家 二引越 シテ來 テカラ時々患者 ノ家 ヲ訪 レ

ル檬 ニナツタ。虜 ガ菊○ 氏ハ3月 頃 ヨリ病勢 ガ

昂 ジ、休職 シテ療 養 スル様 ニナツタ。 ソコデ閑

暇 ノアルマ ・へ 其 ノ後 ハ毎 日患者 ト終 日遊 ン

デ居 タ。此歌態 ガ菊○氏 ガ7月5日 療養 ノタメ

蹄 國 スル迄繧 イテヰ タ。此菊○ 氏ハ同年2月 二

我 々 ノ健康相談 所 テ訪 レタコ トガアル ノテ知 ツ

タノデ記録 テ調査 シタ トコロ、2月 當時 、雨側

肺 尖結核症 二罹 患 シ テ居 テ、喀疾 申 ノ結核菌

ガ フキーIV陽 性 デ アル ト云 フ事 實 ヲ知 リ得 タ。

以 上 ノ事實 テ爾一度繰返 シテ観 ル ト本患見 ハ生

來健康 デ、本年3月 長 男 ト相前後 シテ庶疹 テ経

過 スル迄 ハ疾病 テ知 ラナ ヵツタガ、3月 麻疹後

徐 々 二健康勝 レズ、輕度 ノ幾熱 ガ時 々 ア リ、 且

輕度 デハ アル ガ咳漱 テ見 タ。5月6日 以來 ハ他

二何等原因 ナク衰弱 シテ來 テ居 ル。故 二此場合

ノ傳染源 ハ當然菊○氏 ナルモ ノデアツテ、感染

ハ大艦本年1月 以降、巌疹當時位迄 ト考 ヘ ラレ

ル。故=感 染後死 亡 ノ期間 ハ大罷5ケ 月前後 ト

考 ヘ ラレル。

庶疹 二引績 イテ症歌 ガ現 ハ レテ來 テ居 ル トコロ

カラ推測 スル ト庶疹 ノ前 ト考 ヘ タ方 ガ理 解 シヨ

イ。然 シ庶疹 ニ ヨツテ急劇 二檜悪 シタ ノデハ ナ

ク、治癒 ガ碍 ゲ ラレテ、増悪 へ向 ツタモ ノ ト考

ヘ ラレル。當 時ハ恐 ラク初期 攣化群 ガ進行 シテ

居 タモ ノデア ラウ。而 シテ何 日頃血行性播種 二

移 タカ其 時期 ハ明 カニ仕難 イガ症歌 ガ急劇 増悪

ラ示 シタ時 ガ無 イヤウナ ノデ恐 ラク徐々 二播種

ガ行 ハ レ、磯膜 炎 テ最後 トシタモ ノ ト考 ヘ ラレ

ル。一 時 二播種 ガ起 ツタ トハ考 へ難 イ。

本例 ノ様 ナ場合 二Redekerハ 第1。 側氣管枝

淋 巴腺 腫大、第2。 最近 ノ感染 機會、第3。 肺

ノ播 種 テ 合 セテ彼 ノTriasト ナ シ、 早期普 汎

(FrUhgeneralisation)ノ 蜘 木的特徴 、謹稼 トナ

シテ居 ル。

此第1例 ハサウ云 フ1例 ト考ヘ レバ全禮 ガ ヨク

設明出來 ル。'

第2例 ノ傳染源、第2例 ハ明 カニ母 親 カ ラ直接

感染 シテ居 ル ト云 ツテ ヨイ。 郎本例 家族 健康診
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断 ノ成績(第2表)ヲ 見 ルニ全家族 二「ツ〈ごル ク リ

ンJ反 鷹彊陽 性デアルガ、 傳染源 ト考 ヘ ラ レル

ノハ母親以外 ニハ居 ナィ。然 シテ其 ノ傳染源 ノ

母親 ノ病歴 ガ詳 カデナイ ノハ遺憾 デアルガ再三

ノ分 娩 ニ ヨツテ 結核症 ガ 檜悪 シ、第5見(本 患

者)分 娩 後約1ケ 月 デ死 亡 シ、死亡迄授乳 シテ

居 タ事實 カラ當然此1ケ 月以 内 二感染 シタモ ノ

ト考 フ可 キデ アル。

本患者 ニハ生後4ケ 月 目二喘息 様 ノ咳漱 登作 ガ

アツタ ト云 フ。 之 レラ初期攣 化群形成時 ノ氣管

枝 炎 ト観 ルカ.或 ハ淋 巴腺結核症周園炎 ニ ヨル

刺戟性 ノ咳徽 デ アツタカ・當時診 テ居 ナイカラ

噺 言ハ出來 ナ ィガ咳漱褒作 ガー過性 デ アツテ、

其 後1ケ 年 間病症 ガ外 二現 ハ レナカツタ貼 カ ラ

考 ヘ テ後者 デア ラウ ト思 バ レル。而 シテ其1ケ

年 間 二淋 巴腺結核症 ガ増悪 シ徐 々二血行性播種

ラ來 タ シタモ ノト考 ヘ ラ レル ノデ ァル。

第2例 二於 テハ前述 ノ如 ク感染 ガ生後1ケ 月以

内 デ、登病 ハ約1ケ 年3ケ 月 目デアル。而 シテ

感,染 カ ラ死 亡迄 ノ時間 ガ又之 レ ト等 シイ。

何 レニ シテモ 粟粒結核症 テ起 シタ ノデアルカ

ラ、初期攣化群 ガ治癒 シナカツタ事 ハ確 カデ ア

ツテ、肺門淋巴腺 ノ腫脹 ガ明 カニ現 ハ レテ居 ル

ノハ當然 デアラウ。

褒病時期。第1例 ハ感染機會 ガ生後約1ケ 年乃

至1年4ケ 月 ノ間 デ、登病ハ感染後約1ケ 月14

ケ月 目デアル。

第2例 ハ感染機會 ガ生後1ケ 月 内デ、登病 ハ感

染 後1ケ 年2ケ 月 目 デアル。

第1例 ハ感染後時 々微熱 ガ アリ、且輕 度 ノ吻 軟

ラ呈 シテ居 タ。第2例 ハ感染後1ケ 年 ハ登熱i

盗 汗、咳徽 、其他著攣無 ク、嚢病 ハ全身淋巴腺

腫脹 二始 マ リ、急速 二癩痩 ガ加 バ リ、全 身 ノ關

節痛 テ現 シ、全 身性粟粒 結核症 ノ定型 的 ナ臨 床

症歌 ノ下 二登病 シテ居 ル.2例 共 二初期 ニハ登

熱 ガ無 カツタカ、 或 ハ 少 ク トモ 氣付 カナカヅ

タ。

本例 ハ2例 共 二偶然初 診前 ノ艦 温 ガ不 明 デアル

シ.又 初診時 ノ艦温 モ不 明 デ アル(哺 泣 ノ爲)。

蹄宅後検温 シテ初 メテ高度 ノ登熱 ラ明 カニ シタ

様 ナ次 第 デアル。而 シテ「レン トゲ ン」爲眞 カ ラ

観 テモ、初診時 ガ既 二爾者 共 二本症 ノ末期 デア

ツタゴ トハ明 カデ アル。故 二初診前 ノ登熱 ハ恐

ラク不注意 ノ爲 メニ見逃 サ レタモノ ト考 ヘ ラ レ

ノVo

第1訳 結 核症 ノ期 間ハ第1例 二於 テハ大約4ケ

月、第2例 デハ1年 絵 デアル(第3表 参 照)。

.第3表

所 見 陣 ・例 第2例

傅 染 源 家族外傳染 母親傳染

感 染 時 機
(生後感染迄ノ月撒)

1年 →

1年4ケ 月
1ケ 月

登 病
(感染後登病迄 ノ月轍)

1ケ 月 →

4ケ 月

1年
2ケ 月

臨殊的所見蛇二圭訴 輕度熱咳、
魔痩 巖痩

表在性淋巴腺腫脹 (一) (+)

X線 所 見
(第一次結核症 ノ有無) (十) (十)

螢 熱(「ツ ベ ル ク リ
ン」2000× 注 射 後) 48時 間後

6→7
時間後

膿膜 炎績 登有 無 (十) (+)

診定後 ノ経過日撒 7日 14日
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2・2例 共 二死 亡前1、2週 間 ニハ 「ッベル ク

リン」反慮 ガ陰性 二現 ハ レタ。

3、1例 ハ生後1ケ 年鹸 リデ家族 外傳 染
。1例

ハ生後1ケ 月内二母親 ヨリノ傳染 デ アツテ
、前

者 ハ感染後1ケ 月乃至4ケ 月後 二、後者ハ約1
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ケ年後 二何 レモ血行性播種 ヲ來 シタ例 デアル。

4.傳 染源 ト感染年齢 トガ 異 ナル コ トニ 依 ツ

テ、其 ノ登病時機蛇 ビニ登病1伏況 テ異 ニ シ、臨

躰上甚興味深 ク、且教 ヘ ラレル トコロ ノ多 カツ

タ例 デアル.

5.本2例 二於 テハ結核感染 ト血行性播種 トノ

關係デ梢 支確實二捉へ得 タト思惟 スル。

欄筆二臨 ミ御指導御校閲 テ賜 リ種々御助言下

サレシ東京市療養所岡治道博士 二謹 ンデ謝意

テ表ス。 。

離
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竹 中 論:文 附 圖

第 一 圖

一 ♀,1ケ 年7ヶ 月,昭 和八年七月六日撮影

第 二 圖
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